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Abstract
“880,000 Won Generation”, a new term coined for the generation encountering 
the crisis of unemployment and non-regular job in their twenties, is in the process 
of entering common use in Korea recently. The unemployment rate and the portion 
of non-regular job have risen, under the neoliberal policies for increasing flexibility, 
since the economic crisis in 1997. Especially, after the reduction of the domestic de-
mand in 2003 which spurred new hiring freeze, the youth unemployment problem is 
getting more serious and has become one of the main social problems.
Since the late of the 1990, Korean society undergoes large-scale changes in-
cluding the transition from industrial to post-industrial society, which brought 
about high unemployment rate and instability. These changes made knowledge-
information more important to require new social system in terms of not only 
economy but also education and individual lifestyle. However, the generation in 
their twenties has no choice but to be forced to strive to get a job at a large enter-
prise to survive. They are experiencing fear, anxiety, and threat in their life, while 
they have grown up in affluence economically and materially with strong desires to 
fulfill what they want. With these backgrounds, this paper focuses on the youth so-
cial entrepreneurs who gained their vitality and joy of life through their challenges.
Social enterprises have been in spotlight recently in Korea. Some of them 
are expected to be a model of solving the youth unemployment problem, and 
some were approved as a social enterprise by the Ministry of Labor officially. 
They make the business model of coexistence, ecology, and consumer participa-
tion to network the same and different generations. This study examines the core 
of the youth problem and the possibility of the youth social entrepreneurs as an 
alternative model of work by interviews with youth social entrepreneurs.
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りが平均 88 万ウォン（日本円で約 6 万円）2 であり，20 代の失業者と非正規
雇用増大の深刻さを表した言葉として急速に社会全体に広まった 3。




年現在，青年失業率は 8％にも及び，全体の失業率の 2 倍以上となってい





































となった。さらに，大学進学率は 2000 年代初頭には 70％，2008 年度には
80％を突破し9，高学歴失業者の問題が深刻化した。1997 年には 5.7％であっ
た青年失業率（15 ～ 29 歳）は，経済危機直後の 98 年には 12.2％に上昇
し，2000 年以降も 7 ～ 8％と，全体の失業率の 2 倍以上となっている。だ
が，この数値には就業準備者と求職者が含まれておらず，それらを含める






































20 代の敵は 20 代という世代内の競争へと向かっているのが現状であると
指摘する。また，趙恵浄（2009）は，「公共」と社会関係に対する感覚を
はぐくんできた 1980，1990 年代に対して，2000 年代は，ただ「成功」の
みを競争社会の目的としてオールインしようとする時代になったと指摘す
る。現在の 20 代は「勝者独占世代」とも呼ばれ，20 代は自らを「バトル・
ロワイヤル世代」と呼ぶ16。
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〈表 1〉　青年雇用動向　（単位 : 1000 人 , %）
* 資料 : 統計庁〈経済活動人口調査〉
































今のテレビ・ファッション業界は 10 代中心で，社会の主流派は 30
































































































































































































































































































































































はじめロンドン，香港，シンガポールなど世界各国を舞台に，毎年 200 公演以上，1000 回
以上のワークショップを行い，環境にやさしいライフスタイルを提案している。
 （ノリダン：http://www.noridan.org/）
② 希望庁：2007 年設立。「20 代の若者が元気に社会デビューできるネットワーキングセンター」















⑤ Doing.net：2008 年設立。「誰でもデザインできる」をモットーに作られた T シャツデザイ
ンコミュニティー兼ショッピングモールを運営する。チリ山のダム建設運動反対，ノ・ムヒョ
ン前大統領追悼 T シャツ，就職・大学入試合格祈願 T シャツなどのメッセージで作品を募
集し，投票を通じて販売する T シャツのデザインを選ぶ。2008 年 12 月オープンして以来，















2 非正規職の平均賃金（月給）である 119 万ウォンに，20 代の賃金比率である 74％をかけ
て出した数字である（禹晳熏，2007）。
3 「88 万ウォン世代」とは，経済学者禹晳熏が記者出身かつ社会運動家でもある朴権一とと












る。2008 年度時点で 220 団体が申請，84 団体が認証取得し，政府からの補助金を受けて
いる（労働部，2009）。社会的企業の詳細については，労働部ホームページ（http://www.
socialenterprise.or.kr/）を参照。
8 2009 年 8 月 2 日から 16 日にかけて，付録に提示した団体で活動および働く 20 代の若者
12 人にインタビュー調査を行った。個人，または 2 ～ 3 人を単位とし，1 時間～ 1 時間半
程度行った。
9 韓国教育開発院『教育基本統計調査』各年度版参照。
10 『2009 年 6 月雇用動向』（統計庁）によると，2009 年度の青年経済活動人口は 440 万 7 千
人であり，青年失業者（30 万 2 千人）に青年就業準備者（29 万 9 千人），青年求職断念者（7
342
福島みのり：韓国青年失業問題についての一考察 ―社会的企業で働く 20 代を中心に―
万 7 千人）を含めた計算では，15.63％になる。また，休学中の大学生，大学院生まで入れ
るとより高い数値となる。
11 2009 年 5 月統計庁『経済活動人口附加調査結果青年層』によると，青年層人口（満 15 ～ 29 歳）
978 万 9 千人中，卒業・中退者は 481 万 9 千人（49.2％），在学・休学生は 496 万 3 千人（50.7％）
であり，中でも 20 ～ 24 歳の休学者数が 40 万 2 千人と 2008 年度に比べて 8 万 4 千人増加
した。
12 代表的なものに，映画『マイジェネレーション』（2004 年），小説『クイズショー』（2007




（2008 年 12 月 14 日「政府の予算案処理に対する批判」経実連）。
14 「386 世代」とは，1990 年代末に頭角を現し始めた「80 年代に大学生として民主化運動に









高校 3 年になった 1989 年生まれの学生たちが自嘲的に付けた名前が「バトル・ロワイヤル
世代」であったという。（禹晳熏／朴権一，2009：pp27 － 28）
17 「SPEC UP」（http://cafe.naver.com/specup）は，大学生海外インターンシップ共有コミュ
ニティーであり，ボランティアプログラム，公募情報等が得られるサイトである。
